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概要

ブレード・コンピューティング、特にブレードサーバの管理には、サーバのプロビジョニン

グやアプリケーションの導入方法に関して、データセンターのまったく新しいビジョンを伺

うことができます。ブレードサーバ管理は、現在過剰に導入され、人員不足の IT環境が直面
する課題に対する確かなソリューションを提供します。当初は従来のn階層データセンター・
アーキテクチャのエッジにフォーカスされるブレードサーバ管理は、データセンターにおい

て重要な意味を持っています。

このドキュメントでは、データセンターが直面する課題と、適切にコストをコントロールし

ながら、展開されたサービスの信頼性、可用性、スケーラビリティを改善する、効率の良い

ブレードサーバ管理について説明します。究極的に、ブレードサーバ管理は、将来のファブ

リック・ベースのコンピューティング環境の一部を提供します。したがって、本ドキュメン

トの最後でSunのN1ビジョンについても簡単に説明します。
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はじめに

1990年代後半のeビジネスブームにおいて、多くの組織がリソース管理にほとんど目を向ける
ことなく多量のサーバやアプリケーション・サービスを導入しました。導入の速さこそが、

ビジネスの競合や実践で最優先されるべき事項として、管理効率や総所有コスト (TCO)以上
に重要視されていました。しかし、現在に至っては、新たな経済状況とともに管理コストが

再認識されるようになり、ニーズの変化に対応するためにはデータセンター管理の基本的な

コスト意識も改めなけれなばらないことがわかりました。

24時間中断することのない信頼性と可用性を兼ね揃える完成度の高いサービスを要求する顧
客が増え、厳しいサービスレベル・アグリーメント(SLA)も一般的になっています。組織は、
絶えず変化する顧客の要求に応え、増え続ける数百万のネットワークデバイスに対応するた

めにデータセンターのフロントエンドやエッジで、サービスを提供するスケーラビリティを

備えなければなりません。同時にデータセンターは、多様化の進む多数のシステムを少ない

人数の管理者で管理することで、効率と優れた総所有コストを実現する必要があります。

インターネット・ブームの最盛期に提案された当初のブレード・コンピューティングの概念

は、計算密度の向上とインフラ要件の削減、エネルギー・コストの低減をもって急速に拡大

するデータセンターに対処することでした。UNIX ベースとLinuxベースのブレードサーバ
は、エッジ・コンピューティングから、金融サービス、サービス・プロバイダ、製造業、電

気通信業、技術コンピューティングなどのアプリケーション分野にいたる、サービスおよび

資源の導入および管理手法に革新を呼び起こすでしょう。

データセンターの複雑さとコスト

ほとんどの場合において、サービスの可用性やスケーラビリティの要求に対応するために、n
階層のデータセンター環境が採用されています。一方で、こうした環境は、管理が複雑にな

りがちで、経済的ではありません。

l 連鎖的な複雑さ

データセンターにおいて管理対象の数や種類が増えると、ほとんどの場合において対応能

力が急速に低下します。データセンターのエッジでは、小規模なトランザクションやWeb
サービス関連のサーバの数が増え、物理的に複雑になっています。この結果、問題の追跡

や障害が発生した物理システムの特定、ケーブルの配線が困難になっています。
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l 高い管理コスト

サーバの数が多くなると、管理者も多く必要になり、管理の人件費が高くなるという特に

深刻な問題が生じます。IT予算が削減されると、管理者を増やせる可能性は低くなり、管
理者は、さらに多くのリソース管理を要求されるだけです。

l 個々の構成要素にフォーカスした管理モデル

今日のほとんどの管理ツールは、個々のサーバなど構成要素単位での構成管理と障害の監

視に重点を置いています。そのため、変更管理は複雑で時間のかかる手作業の処理になっ

ています。多くの場合、サービスやポリシーの管理は管理者の頭の中で長期にわたって制

度化しているため、簡単には変えられなくなっています。

l 煩雑で手間のかかる導入作業

新たなサービスの導入や、サーバの用途変更は、多くの場合手間のかかる作業です。パッ

チ管理やセキュリティ管理は特に複雑で時間がかかります。これは、サポート可能で安全

な構成になるような、オペレーティング・システム(OS)、パッチ、アプリケーションのリ
リースの組み合わせの特定や保守が難しいためです。

l 過剰で活用されていないコンピューティング・リソース

データセンター全体で、ほとんどのサーバの用途は固定されているため、リソースの使用

効率は良くありません。問題がさらに悪化した理由は、爆発的なインターネットの拡大中

に、維持コストや管理にかまわず最大の負荷に応じてサーバを導入してきたためです。そ

の結果、高騰した維持、管理コストが残され、リソースの使用効率は低くなってしまいま

した。

効果的に管理せずにサーバの数を増やせば、ハードウェアのコストがいくら低くても、管理

の負担とTCOが増加するだけです。

ユーティリティ・モデルに向けて

こうした管理の課題は、サービスレベル・アグリーメント(SLA)が重視され、可用性と信頼性
の高いサービス提供の要求とともに顕在化します。顧客は、調達、インストール、構成とい

う従来のサイクルのための時間に余裕がなく、サービス・オン・デマンドを求める傾向が強

まっています。同時に、使われていない設備やその管理に必要な人的資源には、あまりコス

トをかける気がありません。

その結果、顧客やサービス・プロバイダは一様に、データセンター・サービスをユーティリ

ティ (公共設備 )と見なすモデルを求めています。このモデルは、スケーラブルで、顧客が実
際に利用する内容に基いて課金されるため、不経済な最悪のケースで課金されることはあり

ません。同様にデータセンターも、使用した物理資源に対してのみベンダーに支払いたいと

考えるようになります。ユーティリティ・ベースのモデルに取り組む場合、ベンダーやデー

タセンターは、以下のようなインフラで対応する必要があります。

l 要求に基いてアプリケーションを動的に拡張する

l 迅速にアプリケーション・サービスを構成して運用を開始する

l 詳細な使用ベースの課金を提供する

l 使用効率が大幅に改善されている

l 個々のサーバではなくサービスを直接管理する
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ミッドレンジとハイエンドのシステムの設計やリソース管理は、既にユーティリティ・ベー

スのモデルの方向に進んでいます。Sun Fireª 3800-15Kサーバのような高機能システムには、
非常に柔軟性の高い管理を実現するツールが用意されています。たとえば、Dynamic System
Domain (DSD)とDynamic ReconÞguration (DR)を使用すれば、大規模なマルチプロセッサ・
システムで、要求に応じて動的にリソースを変更できます。Capacity on Demand (COD)モデ
ルでは、使用する能力分の対価を払うことで大規模システムを導入できます。

フロントエンドに設置される多数の低価格サーバに対しては、このような大規模なSMPサー
バとは異なる管理モデルが必要とされます。ブレードサーバ管理は、この原則をネットワー

クのフロントエンドで実現します。データセンターに対するSunのN1 (Network 1) ビジョン
は、このような概念をデータセンター全体に拡張するように設計されており、構成と運用開

始を自動化しサービスレベルの目標を達成します。
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ブレードサーバ管理

ブレードサーバ管理は、必要に応じて割り当てが可能な、ステートレスな計算リソースとし

てサーバを扱えるように機能します。このモデルは、高度に統合されたブレードサーバのパッ

ケージングをもって、従来の管理、監視、セキュリティを含めた重要な新しいサービス管理

の機会を提供します。

インテリジェント・シャーシと従来の管理

ブレード・コンピューティング(ブレードサーバ・コンピューティング)は、複数の「ブレード
(サーバブレード)」と呼ばれるネットワークカード程度の大きさのモジュール形式のボード型
コンピュータを、ラックマウント型のシャーシ(シェルフ)に高密度に実装した「ブレードサー
バ」を利用するコンピューティング・モデルです。このような高密度の実装により、コン

ピューティング機能が、これまでにない新しい柔軟な方法で構成出来るようになります。

シャーシにインテリジェント性を持たせ、管理機能を搭載(インテリジェント・シャーシ)する
ことで、格納されるブレードの管理をシャーシ単位で集約できます。これにより、監視およ

びアクセスするポイントをシャーシ毎に一元化できます。

複雑さの軽減

ブレード・コンピューティングでは、複数の個々のサーバ(ブレード)のリソースを、いくつか
の上位レベルのコンポーネントに集約する階層的な管理方法を実現できます。これにより、

管理者の目に映る複雑さを軽減できます。インテリジェント・シャーシは、シャーシ内のブ

レードに搭載されているシステムコントローラからの管理情報を集約します。ブレードサー

バ管理ソフトウェアは、その上位レイヤとしてさらに複数のシャーシの情報を集約します

(図 1)。

各インテリジェント・シャーシ内の専用のシステムコントローラは、各ブレードのリソース

に関する情報を集約し、さらに上位レイヤに提供します。ブレードサーバ管理ソフトウェア

は、その情報を利用してリソースを構成し運用を行います。管理ソフトウェアは、ブレード

サーバのセットアップ、導入、割り当てといったすべてを制御します。
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図 1 ブレード、シャーシ、複数のシャーシ、エンタープライズ・レベル管理

ブレードサーバ管理ソフトウェアは、既存のデータセンター管理システムと共存できるだけ

でなく、協調してこれまでにないメリットをもたらさなければなりません。SNMPは、現在
のエンタープライズ管理ツール (Sun Management Center、BMC Patrol、CA Unicenter、
Tivoli、HP OpenView など )におけるインタフェースとレポートのための標準になっていま
す。ブレードサーバ管理ソフトウェアは、このような情報を送受信するために標準の SNMP
インタフェースをサポートします。

ブレードサーバ管理ソフトウェアは、他のエンタープライズ管理ツールから配下のブレード

サーバのインベントリについて問い合わせを受けます。同時に、個々のブレードサーバや、

ブレード、シャーシ内の環境センサ、その他のセンサに基づいて生成されるSNMPのトラッ
プや警告を、上位のエンタープライズ管理ツールや監視ソフトウェアに報告します。

異機種サーバの統一管理

データセンターがそうであるように、ブレードサーバも、異なるオペレーティング・システ

ムが動作する、異なるハードウェアアーキテクチャのブレードが混在する環境となる可能性

があります。顧客は、それぞれのニーズに最適なブレードサーバを選択します。

たとえば、以下のような種類が考えられます。

l LinuxまたはSolarisª オペレーティング環境を実行するx86ブレード
l Solarisオペレーティング環境を実行するSPARCブレード
l 特定用途のためのソリューション・ブレード

このような異なる種類のブレードが1つのインテリジェント・シャーシを共有するため、管理
ソフトウェアは、これらハードウェアとソフトウェア・プラットフォームをまたがってサー

ビスやシステム管理を統合することになります。こうして、使用しているハードウェアやオ

ペレーティング環境を意識することなく、サービスを直接管理できるようになります。特定

用途のためのソリューション・ブレードのための管理ツールであっても、これをブレード管

理環境に統合することで、一貫した強力な管理プラットフォームを提供できます。

BMC、Micromuse、Tivoli、
Sun Management Center エンタープライズ管理

ブレードサーバ管理

ソフトウェア

複数シャーシの管理

インテリジェント・シャーシ
シャーシ・レベル

管理

ブレード上のシステムコントローラ
ブレード

管理
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仮想化と冗長性による可用性の向上

複数の Ethernetスイッチや冗長構成の電源ユニットなどのコンポーネントを採用すること
で、ブレードサーバのインテリジェント・シャーシの可用性を向上させることができます。

電源ユニットを冗長化することで、1台の電源が故障しても動作を継続でき、シャーシ内のす
べてのブレードサーバの可用性が向上することになり、サーバ単独の時よりも信頼性が向上

します。

Ethernetスイッチをシャーシに組み込むことで、個々のサーバへのネットワーク接続を「仮
想化」でき、シャーシ外部で物理的に配線する必要がなくなります。これによりケーブル管

理を簡素化できるだけでなく、サーバの用途変更時に個々のブレードのネットワークの接続

変更も物理配線を行うことなく容易に行えます。

VLAN (V irtual LAN 、仮想LAN)を使用して仮想化されたネットワークを使用できれば、サブ
ネット間で個々のブレードを即座に移動できます。適切に設計されたブレードサーバでは、

特定の顧客のデータ・セキュリティ要件を満たすように、インテリジェント・シャーシ内の

ネットワークをVLAN で分割し安全に運用できます。個々のブレードは 2つのネットワーク
ポートを持ち、柔軟な構成が可能であるだけでなく、これを可用性を向上させるためにも使

用できます。シャーシ内で共有されるスイッチを、冗長性を持たせるように構成すれば、ネッ

トワーク接続の可用性を高めることができます。

インテリジェント・シャーシでは、冗長なネットワーク・データ接続だけでなく、専用の管

理ネットワーク接続も提供します。専用の管理ネットワークによるアウトバンドのアクセス

は厳密な意味での無人管理に不可欠であり、オペレーティング・システムや他の重要なシス

テム・コンポーネントの動作に関わらずリモート・アクセスを提供します。このアウトバン

ドの専用管理チャネルは、サーバのオペレーティング・システムがソフトウェア、ハードウェ

ア、またはネットワークの問題のために応答できないときに、重要な役割を果たします。

ブレードサーバの場合、サーバ上で実行するアプリケーションを管理タスクが妨げないよう

に、アウトバンドの管理が不可欠です。アウトバンドの管理チャネルは、シャーシだけでな

く個々のブレードまでアクセスを提供します。

ブレードサーバ管理と導入作業の自動化

将来性にわたって適切な水平方向のスケーラビリティを実現するには、単なる低価格サーバ

としてではなく、リソースをコモディティとして管理する環境が必要です。ブレード・コン

ピューティングのこの課題を解決すると、データセンター全体に効果が現れます。

従来のサーバ導入サイクル

様々な改善が試みられているにもかかわらず、サーバの導入作業はいまだに大半が個々の

サーバを1台ずつ順番に構成する処理です。ソフトウェアの特性が変わると、テストされた安
全なサーバで、導入の途中で予測可能な一連の手順を実行することになります。

l ハードウェアのインストール－物理的な設置、ネットワーク、電源を含む

l オペレーティング・システム(OS)のインストールと構成－プリインストールOSの構成(モ
ジュールの追加または削除)または別バージョンのインストール
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l セキュリティ構成－ネットワーク・サービスの保護、セキュリティ・パッチの適用、テナ

ント・アクセスの確立、OSモジュールの削除や入れ替え

l パッチの適用－バグ修正や機能パッチの適用

l アプリケーションのインストールと構成－アプリケーションと適切なパッチのインス

トールおよび構成

l テスト－テスト、パッチの適用、再構成、およびさらなるテストを含む

l 運用開始－プロビジョニングしたサーバを使用できるようにする

当然、新しいアプリケーションとともにサーバを再導入または再利用する場合は、処理の最

初から開始する必要があるかもしれません。この処理が十分に文書化されていても、インス

トールとパッチの適用を連続して行うと非常に時間がかかります。この複雑で時間のかかる

処理を大量のサーバにそれぞれ行うとなれば、TCOがどれほど膨大な額になるか容易に想像
できます。従来の管理コストは、サーバ数に比例して増えます。1人の管理者が40台のサーバ
を管理できる場合、200台のサーバを管理するには、5人の管理者を必要とする可能性があり
ます(図 2)。

図 2 従来の管理要件は、追加するサーバの数に比例して拡大する

多くの組織では、このような導入処理のさまざまな部分を短縮あるいは自動化するために、

独自の社内方式を研究および開発してきましたが、そのような方式は多くの場合、個々のシ

ステムまたはオペレーティング環境に依存しているため、TCOは少しずつしか改善できませ
ん。またほとんどの場合、こうした独自手順は、作業を自動化するポリシー・エンジン・ソ

フトウェア・ツールには正式に取り込むことができません。

迅速かつ柔軟なブレードサーバのプロビジョニング

対照的に、ブレードサーバ環境では、一度行ったプロビジョニングのサイクルを、同様の構

成をとる複数のサーバに流用できます。ブレードサーバ管理ソフトウェアでは、構成済みの

オペレーティング・システムやアプリケーションをはじめとする、テスト済みソフトウェア・

スタックを作成し、それを複製することで労力と時間を節減できます。この方法では、リファ

レンス・サーバ構成を定義し、パッチを当て、機能、性能、セキュリティのテストを行ない、

ブレードサーバに同時に何台でも自動的に導入できます(図 3)。

ハードウェア・インストール
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OS構成

セキュリティ構成

OSパッチ

アプリケーション・インストール

アプリケーション・パッチ

テスティング

パッチ／調整／構成

テスティング

ハードウェア・インストール

OSインストール

OS構成

セキュリティ構成

OSパッチ

アプリケーション・インストール

アプリケーション・パッチ

テスティング

パッチ／調整／構成

テスティング

ハードウェア・インストール

OSインストール

OS構成

セキュリティ構成

OSパッチ

アプリケーション・インストール

アプリケーション・パッチ

テスティング

パッチ／調整／構成

テスティング

サーバ 1 サーバ 2 サーバ 3

プロセスの繰り返し
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図 3 ブレード管理サーバは、あらかじめ構成された安全なテスト済みOSとアプリケー
ションのイメージを複数のブレードサーバに同時に分散できる

Sunは、現在、こうした機能の一部をSolarisフラッシュインストール、Solaris Live Upgrade、
Sun Management Center Change Managerソフトウェア、LinuxベースのSun Cobaltサーバ・
アプライアンス対応の Sun Control Stationなどのツールで既存のサーバ向けに提供していま
す。ブレードサーバ管理は、これらの機能を応用し、それを異機種の環境に適用させること

で、大量のサーバの管理におけるTCOが大幅に改善します。

l ブレードサーバの迅速なインストールとプロビジョニング

ブレード・コンピューティングではサーバのインストールとプロビジョニング作業が大幅

に改善されます。従来のサーバとは異なり、ブレードサーバはインテリジェント・シャー

シに設置され、シャーシ内のインターコネクトによって電源とネットワークの配線が行わ

れます。コストが削減されるのは、ブレード全体が交換可能な単位であり、障害が発生し

た各ブレード上のコンポーネント (CPU、メモリ、ディスクなど )を交換する必要はなく、
交換単位全体を入れ換えることができるためです。シャーシは、個々のブレードを識別

し、ステータス情報とともに、格納しているブレードの種類のインベントリ情報を管理ソ

フトウェアに渡します。外部のエンタープライズ管理ツールは、この情報にアクセスし

て、リソースの追跡や物理的なインベントリの管理を行います。ブレードをオンラインに

するには、その利用目的に応じ、適切なソフトウェア・スタックを手動または自動で選択

してダウンロードします。こうして構成されたサーバは利用可能なリソースとしてプール

に追加されます。負荷分散ツールは、このプールから利用可能なリソースを割り当てます。

l 迅速かつ柔軟なネットワーク構成

ブレードサーバではサーバの役割に応じて、インテリジェント・シャーシ内でネットワー

ク接続の構成を行います。たとえば、ネットワーク構成は、サブネット、属しているVLAN
または現在導入されている構成によって異なる場合があります。ファイアウォールは、異

なるネットワークへの接続が必要になりますし、Webサーバは、複数の接続を1つにまと
めて負荷分散を行います。

ハードウェア・インストール

OSインストール

OS構成

セキュリティ構成

OSパッチ

アプリケーション・インストール

アプリケーション・パッチ

テスティング

パッチ／調整／構成

テスティング

導入

サーバ 1

財務報告サーバ

データ処理サーバ

アプリケーション・サーバ

プロキシ・サーバ

Webサーバ

イメージ・レポジトリ

ブレード管理サーバ

安全なテスト済み

スタック／イメージの取り込み

ブレードサーバの

インテリジェント・シャーシ
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l 障害が発生したサーバの迅速な交換

ブレード・コンピューティングでは、障害が発生したサーバ(ブレード)は、すぐにリソー
スのプール内で利用可能な別のサーバと入れ替えることができます。もし利用可能なリ

ソースが無い場合は、障害が発生したブレードサーバのハードウェアを直ちに交換し、OS
とアプリケーション・スタックを自動的に再導入して、サーバをサービスに追加して復帰

させます。

l 高速かつ大量のアップグレードと更新

これらを応用すると、アップグレードや更新も自動化できます。管理者は、アップグレー

ドや更新を確認し、新しいアプリケーション・スタックを作成して、そのスタックを同時

に複数のサーバに複製します。ブレード管理ソフトウェアは、導入したソフトウェア・ス

タックとパッチのレビジョンを追跡して、管理ツールにレポートします。

l 迅速で柔軟なサーバの再利用

ブレード管理ソフトウェアは、各ブレードを迅速に再利用できるように、サーバの論理的

な役割を考慮しなければなりません。各ブレードの役割は、アプリケーションやサーバの

タイプによって、あるいはシャーシ内で占有している物理スロットによって定義したり、

グループ化できます。こうしたポリシーにより、計算リソースをニーズに基づいて再割り

当てすることができます。あるブレードはWebサーバとして午前9:00から午後5:00まで稼
動し、夜間はビジネス上重要な情報を処理するために、迅速に別のソフトウェア・スタッ

クを再導入して利用されます。こうして、1台のサーバで、通常は2台の別々のサーバを必
要とするタスクを実行できるため、使用効率が大幅に改善されます。

セキュリティとテナント管理

セキュリティは、あらゆるコンピューティング環境において重要です。データセンターを共

有する企業の複数の部門、あるいはサービス・プロバイダを利用している複数の顧客などの

「テナント」環境では、データの安全性を維持することに特別に関心を抱いています。残念な

がら、セキュリティにかかわる事件は増えています。CERT (Computer Emergency Response
Team)によると、2000年から2001年にかけてセキュリティにかかわる事件が146パーセント増
加し、脆弱性の指摘数は、同時期に 124パーセント増加しています。個々のウイルス、ワー
ム、トロイの木馬などについては、機密情報の喪失や業務の中断のコストにふれるまでもな

く、その対処に事実上何億ドルものコストがかかっています。

セキュリティ管理は、リソースが共有され、ハードウェア・リソースの集中度が非常に高い

ブレードサーバ環境に不可欠です。複数のデータセンターのテナントが、ブレードサーバの

シャーシを共有したり、ブレードを相互に再利用する可能性があり、テナントや管理者は、

そのリソースを第三者からデータが見えたり壊されたりしないように、排他的なアクセスで

保護する必要があります。
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安全なシステムの自動導入

新たな脆弱性がほぼ毎日発見され、それが悪用されるのも早いため、新しいシステムのほと

んどは根本的に不安定です。したがって、不要なソフトウェアを削除するための再構成、新

たに見つかったセキュリティ・ホールに対応するためのパッチ、潜在的な抜け穴を防ぐため

の構成などが必要となります。しかしながら、組織は個々のサーバのセキュリティ監査を徹

底するための時間やリソースがほとんどありません。

ブレードサーバ管理では、あらかじめ構成されたテスト済みのソフトウェア・スタックを何

台のブレードにも導入できる効率の良いソリューションを提供します。テストしたオペレー

ティング・システム、パッチ、サービス、およびアプリケーションの安全な構成を大量のサー

バに導入することで、時間とコストを大幅に節減できます。Solaris Security Toolkitのような
ツールをブレードサーバ管理ソフトウェアと併用すれば、安全なリファレンス構成を開発で

きます。

テナント向けの安全な環境

サーバが個々に貸し出されるような場合、それぞれのサーバは、少なくともテナントのデー

タがセキュリティで保護されているように振る舞います。ブレードサーバ環境では、たとえ

コンピューティング・リソースが動的に再割り当てがなされたとしても、セキュリティを保

証し、データを分離するためにテナントのネットワークを完全に分離する必要があります。

適切に設計されたインテリジェント・シャーシでは、テナントのサーバとネットワークを安

全に分離する仕組みを備えた、ネットワーク環境を統合しています。さらに、顧客のトラ

フィックとは別に、アウトバンドの管理を実現する管理ネットワークが、データ用ネットワー

クとは別に提供されなければなりません。

ブレード管理システムは、特定の管理者やテナントに特定の役割や権限を委任できる、ユー

ザの識別情報や認証機能も提供しなければなりません。例えば、シャーシ管理はデータセン

ターが行い、複数のテナントには現在割り当てられているリソースを独自に管理させます。

包括的な総合セキュリティ・ソリューション

インターネットに接続されたネットワークは、毎日さまざまな方法でプローブされ、攻撃を

受けています。こうした攻撃を防ぐ唯一の方法は、セキュリティ脅威の防止、検出、対応を

行う総合的なセキュリティ・ツールを導入することです。

従来のセキュリティ・ソリューションは、主に内部と外部の境界線上でのセキュリティに重

点を置いていました。残念ながら、現在ではウイルス、ワーム、ラップトップ・コンピュー

タなどを利用して、外部のトラフィックを企業やデータセンターのネットワークに簡単に持

ち込めるため、従来の方法では完全に防御できません。

Sunは、セキュリティは対処方法であって、製品そのものではないという見解を持っていま
す。そして、ブレード・コンピューティング環境向けのクラス最高のセキュリティ・ソリュー

ションを提供できるよう、重点を置いています。セキュリティ・システムのすべての要素が

全体表示される1つの管理コンソールによる統一された表示が、セキュリティ脅威の防止や対
応を実現します。
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SunのN1ビジョン -
データセンターの仮想化

今日のアプリケーションは、モノリシック型から分散型へと変化しつつあります。たとえば、

Javaª とXMLを使用することで、基本的にモジュール方式で移植可能なアプリケーションや
サービスの開発が促進されています。さらに、サービスがJava Virtual Machine 1上で実行され

るモデルは、使用されているサーバやオペレーティング環境からサービスまたはアプリケー

ションを抽象化します。

機能の分散はデータセンター内でも行われ、計算、ストレージ、およびネットワークの各リ

ソースが区別されるようになりつつあります。こうした動きは、インターコネクト技術の進

歩と、優れた使用効率を求めて厳密にリソースを管理したいというニーズに後押しされてい

ます。

同時に、こうした傾向は、データセンターの新たなビジョンを実現しています。ファブリッ

クベース・コンピューティングとも呼ばれるこの考え方では、従来のデータ・ネットワーク

を計算資源、ネットワークの要素、ストレージといったリソースのステートレスなプールに

仮想化します。ファブリックベースのコンピューティングは、データセンター内機能を分割

し、利用時にそれらをダイナミックに再結合してサービスを実現します。

Sunは、このビジョンをN1と名付けています。リソースを仮想化することで、N1 では、顧客
がサービスレベル目標を定義し、そのサービスレベル目標を満たすために必要な正しい量の

リソースを導入できます。N1は、ネットワーク、ストレージ、計算資源 (小規模なサーバや
機器から大規模なSMPサーバのドメインまで)を管理します。

1.「Java仮想マシン」および「JVM」という用語は、Javaプラットフォームの仮想マシンを表しています。
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Sun ONEとN1
IT 組織の人員の大半は、アプリケーションを構築しているか、サービスを運用しているかの
どちらかです。N1を理解する最善の方法の1つとして挙げられるのは、Webサービス・スタッ
クのこうしたさまざまな視点から N1 を眺めてみることでしょう。Sun ONE (Sun Open Net
Envir onment)アーキテクチャは、オン・デマンドのWebサービスの開発や導入のための戦略、
コンテキスト、およびサポートしている製品を開発者に提供します。Sun ONEでは、開発者
が、Webサービス・スタックを上から統一的に見ることができます (図 4、開発者の視点)。

図 4 Sun ONE、N1、およびWebサービス・スタック

対照的に、運用サービスを任される技術者は、横 (オペレータの視点 )からWebサービス・ス
タックを見ることになり、ネットワークやストレージからWebサービスまで、すべてを連動
させる必要があります。N1は、このようなWebサービス・スタックの視点を求めるために、
この本質的に複雑な環境の仮想化、抽象化、自動化を行います。

利点

仮想化されたデータセンターのビジョンにより、N1は、物理的な複雑さの大部分を隠匿でき
ます。これにより管理者は、ビジネスに応じたサービスやサービスレベル目標を説明できる

ようになります。N1 は、こうした要件を満たすために、各種プラットフォームの機能やコン
ポーネントの実際の調整を行います。

この結果、以下のような利点が得られます。

l 管理者から見える複雑さが減少する

l 管理オーバーヘッドが低減し、TCOの削減につながる

l 意思決定を誤る機会が減少し、リスクが軽減する
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l 可用性が向上する

l 予測可能性が向上する

l 共有リソースにより使用効率が改善する

可用性と同様にサーバ単位またはアプリケーション単位で構成された最も重要な品質は、N1
ファブリックの本来の品質であり、データセンター全体に適用されます。

ユーティリティ・ベースのプロビジョニングと
課金モデル

N1では、管理者がサービスを直接管理できます。現在の実務とは対照的に、管理者は N1ファ
ブリック内でサービスの導入方法や導入先を知る必要はなく、それそれのサービスを構成し

て、できるだけ効果的かつ効率的に適切なサービスレベルを提供するだけです。

管理者は、サービスとその構成要素の属性を定義することによってサービスのプロビジョニ

ングを実施します。その結果N1は、以下のような上位レベルの要件を下位レベルの構造に変
換します。

l 適切な性能、スケーラビリティ、サービスの可用性を提供するために必要なプロセッサま

たはノードの数

l ストレージ要件

l ネットワーク要件

l 障害が発生した場合にサービス・コンポーネントを復元する方法

サービスがN1に定義され、そのサービスレベル目標が定義されると、N1は、サービスレベル
目標を満たすためのサービスをN1ファブリック上に構成します。条件が動的に変化すると、
必要に応じてリソースを多くしたり少なくしたりする調整が自動的に行われます。

N1の本質は、使用するリソースとともに、サービスの性能を綿密に監視しなければならない
点にあります。サービスのユーティリティ課金モデルは、N1ビジョンの当然の結果であり、
インフラのユーティリティ課金の可能性も同様です。

N1により企業は、消費したリソースと顧客から得た収益に基いてITインフラの獲得と導入に
投資できます。
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まとめ

ブレード・コンピューティングの真の可能性は、早くから採用したユーザが認識している密

度の向上や環境に対するメリットをはるかにしのぐものです。Sunでは、LinuxやSolarisのブ
レードサーバによって、データセンターでのサービスの展開方法を根本的に再定義できるよ

うになると確信しています。データセンター・インフラに対するSunのN1ビジョンと相まっ
て、ブレードサーバ管理は、ユーティリティ・ベースの ITインフラ調達モデルにおけるサー
ビス・スケーラビリティを提供できます。

ブレードサーバ管理は、企業の意思決定者がサービスのコストを収益、不要な支出の排除、

購入するITシステムのTCOの削減に直接結び付けることができます。ITインフラは、必要な
りソースを現実の使用効率に直接結び付けられるようになり、結果的にさらに柔軟性や使用

効率が高まります。繰り返されるタスクが自動化できれば、データセンターにおいて管理者

はより多くのサーバを快適に管理でき、信頼性、可用性、セキュリティ、純粋にスケーラブ

ルなサービスなどに満足のいく結果が得られます。

効果的なブレードサーバ管理は、経済的な水平スケーラビリティに不可欠であり、複数のサー

バをコモディティとして管理できるようになります。Sunは、自社のデータセンターと顧客の
大規模なデータセンターで大量のシステムを効率よく導入した数多くの経験をもっていま

す。そのため、Sunは、顧客がデータセンター全体に迅速にサービスを導入するための効果的
なソリューションを持ち合わせています。ブレード・コンピューティングの進化とともに、

Sunは、この重要な分野で革新的なソリューションを提供し、リーダーシップを発揮します。
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参考資料

Sun Microsystems, Inc.およびサン・マイクロシステムズ株式会社は、製品概要、仕様、およ
びWhite Paperなどの各種情報をWebページで公開しています。URLは

l http://sun.com/ - Sun Microsystems, Inc.

l http://sun.co.jp/ - サン・マイクロシステムズ株式会社

また、ブレード・コンピューティングについては、以下のWhite Paperもご参照下さい。

l 『THE NEXT WAVE:ブレード・コンピューティング』

l 『ブレード・コンピューティングのアーキテクチャ』

l 『ブレード・コンピューティングによる規模の経済』
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